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《治田西小学校》「早ね・早おき・朝ごはんの習慣化へ向けて」

　睡眠不足や朝食欠食が原因で体の不調を訴え、保健室へ来室する子ど
もが時々みられます。特に、長期休業後の生活リズムの変化は、体の不
調につながりやすいため、保健指導を行い「早ね・早おき・朝ごはん」
の大切さを伝えています。
　また、ＰＴＡ研修部においては、
10月の１カ月間を「ノーテレビタ
イム・ノーゲームデー」の強化月間
に位置づけ、家族とのコミュニケー
ションの場にするきっかけにしても
らうことができました。
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衛門」の名前を明和８
年（1771）から文久４年
（1864）にかけて確認する
ことができます。90年あ
まりにわたって代々の五左
衛門が登場するため、どの
五左衛門が笠山であるかを
判断するのは簡単ではあり
ません。弘化２年（1845）
の史料には59歳の五左衛
門が登場しますが、享和３
年（1803）には17歳の若
さであった彼が、『東海道
人物志』に取り上げられる
ほどの画業を積んでいたとは思えません。その父
親にあたる五左衛門が、有力候補でしょう。
　晩年の笠山は、地

じ

山
やま

古墳（栗東市岡地先）に庵
を結び、焼物をしていたと伝えられています。地
山古墳の調査では、壊れた窯の壁や窯道具、茶わ
ん、皿などが発見されています。こうした遺物が
伝承と直ちに結びつくかどうかは慎重に検討する
必要がありますが、笠山を考える上で興味深い発
見といえるでしょう。
※�栗東歴史民俗博物館では、４月27日㈯～６月２日

㈰まで、特集展示「岡笠山～蕪村風絵画の継承～」
を開催します。

　今から210年前の享
きょう

和
わ

３年（1803）に刊行さ
れた『東海道人物志』には、「笠山」と号した「岡
野五左衛門」という画家が紹介されています。彼
の詳しい経歴は明らかになっていませんが、そ
の名前は安政４年（1857）の『現故漢画名家集
鑑』、大正15年（1926）の『近江栗太郡志』な
どでも取り上げられています。
　笠山は岡村の元

もと

伊
い

勢
せ

屋
や

に生まれました。元伊勢
屋とは、目川立場（現在の栗東市岡）に置かれた
田楽茶屋の１つで、当主は代々、五左衛門を名乗
っていました。庄屋代、年寄、肝

きも

煎
いり

など、岡村の
村役人を務める家柄であったことが分かっていま
す。幼いころから絵を好み、暇さえあれば人物や
花鳥を描いていた笠山は、京都に出て与謝蕪村
（1716 ～ 1783）に師事したといいます。特に人
物画を得意とし、その絵は徳川将軍に上覧された
とも伝えられています。史実かどうかの確認はで
きませんが、笠山が蕪村の画風を学んだ画家であ
るということ、その名前が遠方にも知られていた
ことは間違いないようです。
　ところで、岡村の史料を見ていると、「五左

～栗太の画家 岡
お か

笠
り つ

山
ざ ん

～

岡笠山「夏景山水図」 ▼
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規則正しい生活習慣サイクル図 ▼


